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約1,000億円 約500億円 1,154 1,243 1,158

2,110

約2,700億円 約2,500億円 2,535 3,261 3,292 3,268

約1,700億円 約2,000億円 1,916 2,107 2,049

維持・修繕 約500億円 約500億円

合計 約3,200億円 約3,000億円

印旛（取）～柏井（浄）

小中口径管の更新

大口径送配水管の更新
（高級鋳鉄管使用路線、ダクタイル鋳鉄管使用路線）

浄給水場

５年毎に策定する中期経営計画に併せて推計していきます。

園生(給)

市原(分)、大宮(分)、姉崎(分)、北習志野(分)、千葉(分)

木下(取)～柏井（浄） 木下（取）～北総（浄）

一拡栗山～船高線、一拡園生～登戸線、等

導水管の更新

給水場・分場の更新

印旛(取) 木下(取)

柏井(浄)(西側) 北総(浄)

浄水場・取水場の更新
ちば野菊(浄)整備 栗山(浄)給水場化

船橋(給)、誉田(給)、成田(給)、北船橋(給)

第５章 施設の更新・整備スケジュール及び事業費             

 

１  施 設 の 更 新 ・ 整 備 ス ケ ジ ュ ー ル 及 び 事 業 費  

各 施 設 の 今 後 30 年 間 の 更 新 ・ 整 備 ス ケ ジ ュ ー ル を 図 22 に 示 し ま す 。  

浄 ・ 給 水 場 等 に つ い て は 、 令 和 5 年 度 頃 ま で に 、 老 朽 化 し た 栗 山 浄 水 場 の

浄 水 機 能 を ち ば 野 菊 の 里 浄 水 場 に 機 能 移 転 す る と と も に 、 栗 山 浄 水 場 は 、  

給 水 場 と し て 更 新 し て い き ま す 。 栗 山 浄 水 場 の 給 水 場 化 で は 、 県 営 水 道 の  

今 後 の 施 設 更 新 を 見 据 え 、 更 新 に 合 わ せ て 機 場 間 の バ ッ ク ア ッ プ 体 制 を 確 保

す る な ど 基 盤 の 強 化 を 図 っ て い き ま す 。  

管 路 施 設 に つ い て も 、 対 象 期 間 中 に お い て 継 続 的 に 更 新 が 必 要 と な り ま す 。  

特 に 「 ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 」 に 比 べ て 管 体 強 度 、 耐 震 性 が 低 い 「 高 級 鋳 鉄 管 」

に つ い て は 、 優 先 的 に 更 新 し て い き ま す 。 ま た 、 県 営 水 道 の 基 幹 浄 水 場   

で あ る 柏 井 浄 水 場 へ 利 根 川 か ら 取 水 し た 水 を 送 る 木 下 ～ 柏 井 導 水 管 に つ い て は 、

今 後 、 整 備 に 着 手 す る 予 定 で す 。  

な お 、 更 新 ・ 整 備 ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て は 、 今 後 の 需 要 や 県 営 水 道 を 取 り

巻 く 経 営 環 境 の 変 化 及 び 事 業 の 進 捗 状 況 等 を 総 合 的 に 勘 案 し 、 今 後 も 概 ね  

５ 年 ご と に 適 宜 見 直 し を 行 っ て い き ま す 。  

令 和 3 年 度 か ら 当 面 10 年 間 の 事 業 費 に つ い て は 、 約 6,200 億 円 ※ と 試 算  

し て い ま す 。  

※ 水 道 施 設 の 更 新 ・ 整 備 事 業 等 に 加 え 、 維 持 ・ 修 繕 費 用 も 含 み ま す 。  

 凡 例 ： (取 )取 水 場 、 (浄 )浄 水 場 、 (給 )給 水 場 、 (分 )分 場  

図 ２ ２  施 設 の 更 新 ・ 整 備 ス ケ ジ ュ ー ル 及 び 事 業 費  
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 ～次世代につなぐ 安全・安心な水道を目指して～ 

安 

定 

給 
水 

老 

朽 

化 

対 

策 
危 

機 

管 

理 

対 
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実績 0％ (0％) 

目標 100％ 

実績 1％ (0％) 

目標 100％ 

実績 70ｋｍ (65km) 

目標 100km 以上※6 

実績 26％ (26％) 

目標 100％ 

実績 45％ (45％) 

目標 100％ 

実績 48％ (30％) 

目標 100％ 

実績 26％ 

目標 100％ 

実績 1.0 以下(1.6 以下) 

目標 1.0 以下 

実績 42％ (24％) 

目標 100％ 

実績 0％ 

目標 100％ 

実績 0 件 

目標 0 件 

実績 46％ (46％) 

目標 100％ 

導水管路の更新 
対象施設：導水管 3 路線 

 令和 26 年度達成  
 

大口径送配水管路の更新 
（高級鋳鉄管の解消） 

 令和 21 年度達成  
 

小中口径配水管路の更新 
（年間更新延長） 

 令和 27 年度達成  
 

浄水場施設の耐震化率※1 
（レベル２地震動対応※2） 

 令和 27 年度達成  
 

配水池の耐震化率※1 
（レベル２地震動対応※2） 

 令和 27 年度達成  
 

管路の耐震化率 
（湾岸埋立地域） 

 令和 22 年度達成  
 

管路の事故割合※3 

 通年達成  

浄水場施設の覆蓋設置率 

 令和 10 年度達成  

小中口径管路の耐震化率 
（重要給水施設管路） 

 令和 22 年度達成  
 

自家発電設備の整備率※4 
（3日間（72 時間）対応） 

 令和 6 年度達成  

浸水被害による断水件数※5 

 通年達成  

高度浄水処理導入率 

 令和 26 年度達成  

第６章 長期施設整備方針の達成目標            

 

１  達 成 目 標  

長 期 施 設 整 備 方 針 に お け る 具 体 的 対 策 に つ い て 、 以 下 の よ う な 達 成 目 標 を

設 定 し ま す 。  

な お 、 社 会 情 勢 の 変 化 や 事 業 の 進 捗 状 況 等 に よ り 必 要 に 応 じ て 達 成 目 標 を

見 直 す こ と も 検 討 し ま す 。  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶※ １  目 標 使 用 年 数 に 達 し な い 浄 ・ 給 水 場 等 を 除 く  

[福 増 (浄 )、 幕 張 ・ 妙 典 ・ 松 戸 ・ 沼 南 (給 )、 白 井 高 架 水 槽 ]。  

▶※ ２  全 施 設 の レ ベ ル 1 地 震 動 へ の 対 応 は 、 約 98％ 達 成 (令 和 元 年 度 末 現 在 )。  

▶※ ３  中 期 経 営 計 画 の 成 果 目 標  管 路 の 事 故 割 合 （ 件 ／ 100km）  

▶※ ４  栗 山 (浄 )・ 園 生 (給 )は 給 水 場 の 整 備 に 合 わ せ て 実 施  

▶※ ５  取 水 場 及 び 浄 ・ 給 水 場 施 設 に お け る 浸 水 被 害 に よ る 断 水 件 数 （ 0 件 ）  

▶※ ６  将 来 の 年 間 更 新 延 長 100km 以 上 を 目 標 と す る  

実績： 
令和元年度末 
()内は 
平成 26 年度末 
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第７章 長期施設整備の実施にあたり留意すべき事項              

 

1 長 期 施 設 整 備 の 実 施 に あ た り 留 意 す べ き 事 項  

こ れ ま で 大 量 に 整 備 し た 浄 ・ 給 水 場 及 び 管 路 等 の 水 道 施 設 を 、 今 後 、 よ り

信 頼 性 の 高 い 水 道 シ ス テ ム と し て 再 構 築 し て い く た め に は 、 限 ら れ た 財 源 の

中 で 、 計 画 的 に 事 業 を 推 進 す る こ と が 重 要 で す 。  

ま た 、 お 客 様 の ニ ー ズ を 的 確 に と ら え 、 県 営 水 道 を 取 り 巻 く 経 営 環 境 の  

変 化 に 適 切 に 対 応 す る と と も に 、 水 道 施 設 を 適 切 に 維 持 管 理 し 、 目 標 使 用  

年 数 を 踏 ま え な が ら 計 画 的 、 効 率 的 か つ 確 実 に 施 設 更 新 ・ 整 備 を 行 っ て い く

必 要 が あ り ま す 。  

そ こ で 、 長 期 施 設 整 備 の 実 施 に あ た り 、 今 後 、 留 意 す べ き 事 項 を 整 理 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

－ 留 意 す べ き 事 項 －  

■ お 客 様 へ 「 安 全 」 な 水 道 水 を 「 安 定 的 」 に 供 給 す る と い う 水 道 事 業 者

と し て の 責 務 を 常 に 意 識 し ま す 。  

■ お 客 様 の 御 意 見 を 十 分 伺 う と と も に 、 水 道 事 業 は 、 お 客 様 の 「 水 道  

料 金 」 に よ り 賄 わ れ て い る と い う 重 要 性 と 責 任 を 常 に 認 識 し ま す 。  

■ 国 等 の 動 向 な ど 、 常 に 時 代 の 動 き を 的 確 に 把 握 し ま す 。  

■ 長 期 施 設 整 備 方 針 は 、 概 ね 5 年 毎 に 見 直 す な ど 柔 軟 に 対 応 し ま す 。  
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第８章 資料編                        

 

１  用 語 解 説  

(配 列 は 50 音 順 ) 

● ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト (本 文 P１ ) 

持 続 可 能 な 水 道 事 業 を 実 現 す る た め に 、 中 長 期 的 な 視 点 に 立 ち 、 水 道 施 設

の ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 に わ た っ て 効 率 的 か つ 効 果 的 に 水 道 施 設 を 管 理 運 営 す る

体 系 化 さ れ た 実 践 活 動 を 指 す 。 (「 水 道 事 業 に お け る ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト

（資産管理）に関する手引き」平成 21 年 7 月、厚生労働省健康局水道課引用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● OJT： オ ン ・ ザ ・ ジ ョ ブ ・ ト レ ー ニ ン グ  (本 文 P17) 

職 場 の 上 司 や 先 輩 が 具 体 的 な 仕 事 を 通 じ て 、 部 下 や 後 輩 に 必 要 な 知 識 ・  

技 術 な ど を 実 践 的 か つ 具 体 的 に 指 導 す る 人 材 育 成 の こ と 。  

 

● 給 水 場 (本 文 P4) 

浄 水 場 か ら 送 ら れ て き た 水 を 貯 留 す る と と も に 、 配 水 区 域 内 に 水 を 配 る  

た め の 施 設 。 配 水 池 と ポ ン プ 設 備 な ど を 有 し 、 水 道 使 用 量 の 時 間 的 な 変 化 に

応 じ た 配 水 量 の 調 整 な ど を 行 う 。 県 営 水 道 は 、 9 箇 所 の 給 水 場 を 有 す る 。  

 

● 原 水 (本 文 P6) 

河 川 や 地 下 水 な ど か ら 取 水 し た 水 道 水 の 原 材 料 に な る 水 。 県 営 水 道 で は 、

利 根 川 水 系 や 県 内 河 川 か ら 取 水 し て い る 。   
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● 高 級 鋳 鉄 管 (本 文 P7) 

昭 和 5 年 か ら 昭 和 46 年 頃 ま で 製 造 さ れ た 水 道 管 で 、 ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管  

よ り 管 体 強 度 、 耐 震 性 が 低 い 。 県 営 水 道 で は 、 昭 和 40 年 頃 ま で 布 設 し 、  

現 在 で も 一 部 に 使 用 し て い る 。 （ 材 質 の 引 張 強 さ は 250N/mm2 以 上 ）  

 

● 高 度 浄 水 処 理 (本 文 P16) 

通 常 の 浄 水 処 理 で は 十 分 除 去 す る こ と が 難 し い 、 か び 臭 原 因 物 質 な ど の  

処 理 を 目 的 と し て 、 通 常 の 浄 水 処 理 過 程 に 追 加 し て 導 入 す る 浄 水 処 理 方 式 。  

県 営 水 道 で は 、 オ ゾ ン に よ る 強 力 な 酸 化 ・ 分 解 と 活 性 炭 に よ る 吸 着 作 用 を

併 用 し た 処 理 方 式 を 柏 井 浄 水 場 東 側 施 設 、 福 増 浄 水 場 、 ち ば 野 菊 の 里 浄 水 場

に 導 入 し て い る 。  

 

● 新 水 道 ビ ジ ョ ン (本 文 P2) 

水 道 を 取 り 巻 く 環 境 の 大 き な 変 化 に 対 応 す る た め 、 厚 生 労 働 省 が 、 こ れ ま で

の 「 水 道 ビ ジ ョ ン （ 平 成 16 年 策 定 、 平 成 20 年 改 訂 ） 」 を 全 面 的 に 見 直 し 、

50 年 後 、 100 年 後 の 将 来 を 見 据 え 、 水 道 の 理 想 像 を 明 示 す る と と も に 、 取 り

組 み の 目 指 す べ き 方 向 性 や そ の 実 現 方 策 、 関 係 者 の 役 割 分 担 を 提 示 し た も の

（ 平 成 25 年 3 月 に 策 定 ） 。  

 

● 浅 層 埋 設 (本 文 P13) 

道 路 法 施 行 令 に 基 づ き 、 従 来 は 、 水 道 管 の 埋 設 深 さ を 1.2ｍ 以 上 と し て  

い た が 、 管 路 等 に 関 す る 技 術 水 準 の 向 上 な ど か ら 、 平 成 11 年 3 月 の 建 設 省

通 達 に よ り 「 舗 装 の 厚 さ に 0.3ｍ を 加 え た 値 よ り 深 け れ ば よ い 」 こ と と な り 、

埋 設 深 さ の 基 準 が 緩 和 さ れ た 。 県 営 水 道 で は 、 道 路 管 理 者 と 協 議 し て 、 口 径

300mm 以 下 の 水 道 管 を 対 象 に 埋 設 深 さ を 0.7ｍ 以 上 と し 、 従 来 よ り も 浅 く  

埋 設 す る こ と と し た 。  

 

● 送 配 水 管 (本 文 P7) 

浄 水 場 か ら 給 水 場 ま で 水 道 水 を 送 る 送 水 管 と 、 浄 水 場 又 は 給 水 場 か ら お 客 様

の と こ ろ ま で 水 道 水 を 届 け る 配 水 管 の こ と 。  
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● 耐 震 適 合 率 (本 文 P4) 

 管 路 総 延 長 に 対す る 耐 震 適 合性 の あ る 管 路 延 長 の割 合 の こ と 。 県 営 水道 で は 、

厚 生 労 働 省 の 「 管 路 の 耐 震 化 に 関 す る 検 討 報 告 書 」 に 基 づ き 、 耐 震 継 手 を  

有 す る 管 路 と 、 耐 震 継 手 で は な い が 埋 立 地 や 軟 弱 地 盤 な ど を 除 く 良 好 な 地 盤

に 埋 設 さ れ て い る 管 路 を 合 わ せ て 、 耐 震 適 合 性 の あ る 管 路 と し て い る 。  

 

● ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 (本 文 P7) 

 高 級 鋳 鉄 管 よ り 管 体 強 度 が 高 く 、 耐 震 性 に 優 れ て い る 水 道 管 で 、 現 在 、  

県 営 水 道 で 主 に 使 用 し て い る 。 （ 材 質 の 引 張 強 さ は 420N/mm2 以 上 ）  

 

● 千 葉 県 営 水 道 事 業 中 期 経 営 計 画 (本 文 P2) 

県 営 水 道 の 経 営 に 関 す る 基 本 計 画 で 、 平 成 28 年 度 か ら 5 か 年 の 事 業 運 営

の 指 針 で あ る 。 県 営 水 道 で は 、 厚 生 労 働 省 が 水 道 事 業 者 等 に 作 成 を 推 奨 し て

い る 「 水 道 事 業 ビ ジ ョ ン 」 に 位 置 付 け て い る 。  

 

● 千 葉 県 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 (本 文 P2) 

国 の 「 イ ン フ ラ 長 寿 命 化 基 本 計 画 」 （ 平 成 25 年 11 月 策 定 ） に 基 づ き 、

行 動 計 画 と し て 地 方 公 共 団 体 に 策 定 要 請 の あ っ た 「 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 」

に 位 置 づ け ら れ る も の で あ り 、 県 有 施 設 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 管 理 に 向 け た

中 長 期 的 な 取 組 の 方 向 性 を 示 す こ と を 目 的 に 平 成 28 年 2 月 に 策 定 さ れ た 。  

 

● 千 葉 県 版 水 道 ビ ジ ョ ン (本 文 P2) 

 県内水 道 の将 来に おけ る理 想像 を掲 げ 、そ れを 実現 する た めの 当面 10 年間

の 取 組 （ 各 事 業 体 に お け る 取 組 と 統 合 ・ 広 域 連 携 に よ る 運 営 基 盤 強 化 の 方 向 性 ）

を 提 示 し た 基 本 計 画 で あ り 、 令 和 元 年 9 月 に 策 定 さ れ た 。  

 

● 調 圧 水 槽 (本 文 P7) 

 取 水 場 や 浄 水 場 な ど か ら 水 道 管 へ 水 を 送 る 圧 力 を 調 整 す る た め の 水 槽 。  

運 転 中 の ポ ン プ が 停 電 等 に よ り 急 停 止 し た と き に 生 じ る 急 激 な 圧 力 変 動  

（ ウ ォ ー タ ハ ン マ ） の 吸 収 ・ 軽 減 を 目 的 と し て 設 置 さ れ る 。  

 

● 導 水 管 (本 文 P7) 

取 水 場 で 取 水 し た 原 水 を 浄 水 場 ま で 送 る た め の 管 路 。  
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● パ イ プ ・ イ ン ・ パ イ プ 工 法 (本 文 P13) 

老 朽 化 し た 既 設 管 路 の 中 に 新 し い 水 道 管 を 布 設 す る 、 非 開 削 に よ る 更 新 工 法 。  

 

● 覆 蓋 (本 文 P16) 

浄 水 場 の ろ 過 池 や 沈 で ん 池 等 に 設 置 す る 覆 い の こ と 。 浄 水 処 理 過 程 に お け る

藻 類 の 増 殖 抑 制 や 水 道 水 へ の 異 物 混 入 対 策 等 に 有 効 な 方 策 で 、 水 道 水 の 安 全 性

を 更 に 高 め る こ と が で き る 。  

 

● 法 定 耐 用 年 数 (本 文 P8) 

 地 方 公 営 企 業 法 施行 規 則 に 定 め ら れ て い る 、 施 設 毎 に 減 価償 却 費 を 算 定 す る

た め の 期 間 （ 年 数 ） の こ と 。  

 

● マ イ ク ロ 水 力 発 電 (本 文 P11) 

 浄 水 場 か ら 給 水 場 へ 水 道 水 を 送 る 際 の 余 剰 水 圧 を 利 用 し て 発 電 す る 設 備 。  

県営 水 道で は、 平 成 20 年度 に幕 張 給水 場（ 千 葉市 ）と 妙 典 給水 場 （市 川市 ）

に １ 基 、 平 成 26 年 2 月 に 北 船 橋 給 水 場 （ 船 橋 市 ） に 2 基 を 設 置 し 、 給 水 場

の 消 費 電 力 削 減 と 環 境 負 荷 の 低 減 に 貢 献 し て い る 。  

 

● レ ベ ル １ 地 震 動 (本 文 P14) 

 施 設 の 設 置 地 点 に お い て 発 生 す る も の と 想 定 さ れ る 地 震 動 の う ち 、 そ の  

施 設 の 供 用 期 間 中 に 一 回 以 上 は 発 生 す る 可 能 性 の 高 い 地 震 動 。  

 

● レ ベ ル ２ 地 震 動 (本 文 P14) 

施 設 の 設 置 地 点 に お い て 発 生 す る も の と 想 定 さ れ る 地 震 動 の う ち 、 過 去 、

将 来 に わ た っ て 最 大 規 模 の 強 さ を 有 す る 地 震 動 。  



25 
 

 

創
設

お
よ

び
拡

張
事

業
認

可
の

概
要

区
分

京
葉

地
区

北
総

地
区

創
設

創
設

変
更

内
容

事
業

名
創

設
第

1
次

拡
張

第
2
次

拡
張

第
3次

拡
張

第
4
次

拡
張

創
設

（
４

拡
・
統

合
）

（
ち

ば
２
１
新

水
道

計
画

）

認
可

年
月

日

昭
和

9年
3
月

3
1日

昭
和

30
年

1
1月

1
0
日

昭
和

37
年

3
月

26
日

昭
和

3
9年

12
月

2
8日

昭
和

46
年

3月
3
1
日

昭
和

4
5年

3
月

31
日

昭
和

5
7年

3
月

3
1
日

平
成

6年
3
月

3
1
日

昭
和

16
年

1
0
月

3日
昭

和
34

年
8月

2
4
日

昭
和

4
5年

3
月

3
1日

昭
和

49
年

3月
3
0
日

昭
和

5
3年

3
月

29
日

昭
和

35
年

1
2月

2
8
日

昭
和

5
4年

5
月

9
日

昭
和

5
7年

3
月

31
日

昭
和

5
5年

3
月

3
日

廃
止

昭
和

5
7
年

3月
3
1
日

廃
止

目
標

年
度

昭
和

2
6

年
度

昭
和

4
0

年
度

昭
和

4
2

年
度

昭
和

4
5

年
度

昭
和

6
8

年
度

昭
和

6
1

年
度

昭
和

6
8

年
度

平
成

2
2

年
度

計
画

給
水

人
口

2
5
0
,0

0
0
 人

4
5
8
,0

0
0
 人

6
9
4
,5

0
0
 人

1
,2

1
4
,0

0
0
 人

2
,7

9
4
,0

0
0
 人

4
0
0
,0

0
0
 人

3
,1

9
4
,0

0
0
 人

3
,2

3
8
,0

0
0
 人

計
画

一
日

最
大

給
水

量
3
7
,5

0
0
 m

3
1
2
3
,7

5
0
 m

3
2
7
1
,0

0
0
 m

3
5
4
1
,0

0
0
 m

3
1
,3

5
0
,0

0
0
 m

3
1
9
0
,0

0
0
 m

3
1
,5

4
0
,0

0
0
 m

3
1
,4

4
0
,0

0
0
 m

3

計
画

一
人

一
日

最
大

給
水

量
1
5
0
 ㍑

2
7
0
 ㍑

3
9
0
 ㍑

4
4
6
 ㍑

4
8
3
 ㍑

4
0
0
 ㍑

4
8
2
 ㍑

4
4
5
 ㍑

通
水

年
月

昭
和

1
1
年

6
月

昭
和

3
0年

1
1
月

昭
和

3
9年

8月
昭

和
4
3
年

7月
昭

和
46

年
4
月

昭
和

4
7年

1
月

昭
和

5
7
年

4
月

水
源

江
戸

川
江

戸
川

江
戸

川
江

戸
川

江
戸

川
利

根
川

江
戸

川
江

戸
川

地
下

水
地

下
水

地
下

水
印

旛
沼

利
根

川
地

下
水

利
根

川
利

根
川

地
下

水
印

旛
沼

印
旛

沼
印

旛
沼

養
老

川
養

老
川

養
老

川

受
水

受
水

房
総

導
水

路

（
北

千
葉

・君
津

（
企

）
）

（
北

千
葉

・
君

津
（
企

））
受

水

（
北

千
葉

・君
津

（企
））

建
設

浄
水

場

江
戸

川
水

源
工

場

(旧
:古

ケ
崎

浄
水

場
)

栗
山

浄
水

場
栗

山
浄

水
場

(増
設

)
柏

井
浄

水
場

古
ケ

崎
浄

水
場

(増
設

)(
H

1
9
廃

止
)

北
総

浄
水

場
柏

井
浄

水
場

(増
設

)
柏

井
浄

水
場

(増
設

)

市
原

浄
水

場

(現
:市

原
分

場
)

姉
崎

浄
水

場

(現
:姉

崎
分

場
)

柏
井

浄
水

場
(増

設
)

福
増

浄
水

場
北

総
浄

水
場

(増
設

)

千
葉

水
源

工
場

（
現

:千
葉

分
場

)

大
宮

浄
水

場

(現
:大

宮
分

場
)

北
総

浄
水

場
(増

設
)

(仮
称

)江
戸

川
系

浄
水

場
(現

：ち
ば

野
菊

の
里

浄
水

場
）

今
井

分
場

(取
得

)

(S
47

廃
止

)

(仮
称

)房
総

導
水

路
系

浄
水

場

２
 

千
葉

県
営

水
道

事
業

の
沿

革
 


